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研究分野：代数幾何学 
科研費の分科・細目：数学・代数学 
キーワード：モジュライ、 ベクトル束、Donaldson 不変量 
 
１．研究計画の概要 
（１）代数多様体上のさまざまな対象、特に
層とその付加構造のモジュライ空間の構造
を調べることと、 
（２） またそれらを利用して Donaldson 型
不変量の構造を調べること。 
（３）Symplectic 多様体としてのモジュラ
イ空間の構造をしらべること、とくに K3 曲
面やアーベル曲面上の層のモジュライを調
べること。 
おおまかには（１）から（２）の順序で研究
を行い、また（３）は（１）と（２）平行し
て研究する。 
 
２．研究の進捗状況 
（１） 
曲面の爆発における層のモジュライ空間の
詳細な関係を調べることと、有理２重点の極
小特異点解消の上の層のモジュライ空間を
調べることを目的として、perverse coherent 
層のモジュライ空間を構成しその構造を調
べた。特に曲面の爆発の場合は壁越え現象に
よりモジュライ空間の挙動を捕らえること
ができ、たとえば Betti 数の爆発公式のより
良い理解が得られた。  
（２） 
Donaldson 型不変量を調べることについて
は、cobordism の考えを利用することと、望
月卓郎氏の結果を利用することにより、以前
Toric 曲面の場合に示していた Donaldson 不
変量の壁越え公式を一般の代数曲面の場合
に拡張した。また K-理論的 Donaldson 不変
量の壁越え公式を Chern-Simon 項を入れた
形で定式化し、Nekrasov 分配関数を利用し
て書き下した。また射影平面の場合に、

Chern-Simon項が入らないもともとの K-理
論的 Donaldson 不変量を楕円関数を使って
書き下した。 
（３）モジュライ空間を調べるのに、まず 
Fourier-Mukai変換により安定性が保たれる
ための良い十分条件をえた。またアーベル曲
面上のモジュライ空間の双有理構造が
Fourier-Mukai 変換で保たれることを示し、
その応用として、アルバネーゼ写像のファイ
バーに現れる既約 Symplectic 多様体の双有
理同値類が Lagrangian ファイバー構造を
持つための必要十分条件を記述した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
 
（１）Perverse coherent sheaf は通常の連
接層の圏からはみ出た圏の対象であり、この
ような新たな視点でモジュライを考えるこ
とは、それだけで意味のあることと考える。
（２） さらには応用として Donaldson 型不
変量についての以前の予想も解決できた。ま
た壁越え公式を一般の代数曲面の場合にま
で拡張できた。（３）アーベル曲面の場合に
Fourier-Mukai変換でモジュライ空間の双有
理構造が保たれることが示せた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 
Perverse coherent sheaf のモジュライを使
って Donaldson 型不変量の挙動を調べ、得ら
れた帰結を論文としてまとめること、 
Fourier-Mukai 変換と perverse coherent 
sheaf の関係を論文としてまとめること、 
アーベル曲面の場合に Fourier-Mukai 変換 
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と双有理写像の関係をより精密に調べ論文
にまとめることなど。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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